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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 1,239 △2.9 △160 ― △160 ― △175 ―

2026年３月期第１四半期 1,276 1.7 △128 ― △128 ― △153 ―
(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 △175百万円( ―％) 2026年３月期第１四半期 △154百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 △21.85 ―

2026年３月期第１四半期 △19.07 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 4,810 1,158 24.0

2026年３月期 5,108 1,393 27.2
(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 1,156百万円 2026年３月期 1,391百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00

2027年３月期 0.00

2027年３月期(予想) 0.00 ― 5.00 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,918 △2.2 68 △37.5 63 △41.7 42 △56.9 5.33

通期 5,731 2.0 142 83.7 133 64.6 84 ― 10.57
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社 （社名）有限会社吉祥 、除外 ―社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 8,937,840株 2026年３月期 8,937,840株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 906,399株 2026年３月期 906,399株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 8,031,441株 2026年３月期１Ｑ 8,031,533株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではあり
ません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と
なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半
期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用環境の改善などで引き続き緩やかな回復基調がみられま

したが、一方で中東情勢をはじめとする地政学リスクの高まりに加え、米国の通商政策の影響、円安の進行や物価

高など、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。

当業界におきましては、引き続き少子化による受験競争の大幅な緩和、大学受験における総合型・学校推薦型選

抜など選抜方法の多様化、「英語四技能」重視の教育改革に伴う英語学習需要の増大など、顧客ニーズが変容して

おります。また、ＡＩを用いた教育関連の商品やサービスが登場し教育の個別最適化が進むとともに、教育格差の

拡大や不登校の急増などの社会問題が深刻化しており、教育サービスを取り巻く環境は大きな変化の渦中にありま

す。

このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画に基づき、「日本が抱える社会課題への挑戦」「保育園

事業の成長」「学習塾事業の深化」を重点戦略として掲げ、経営課題に取り組んでおります。

５月には小規模認可保育園を運営する有限会社吉祥の株式を100％取得し、子会社化いたしました。また、大学受

験の総合型・推薦型選抜入試に対応した当社のオリジナルコンテンツ「推薦ラボ」をアプリ化し、城南コベッツへ

導入するとともに外部への販売を開始いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は1,239百万円（前年同四半期比2.9％減）、営業損失は160

百万円（前年同四半期は営業損失128百万円）、経常損失は160百万円（前年同四半期は経常損失128百万円）、親会

社株主に帰属する当期純損失は175百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する当期純損失153百万円）となりま

した。

ａ．教育事業

児童教育部門では、「Kubotaのうけん/アタマGYM」を含むキッズブレインパークが前年の一部教場整理等の影響

で若干の減収となりましたが、保育園事業及び児童英語教室ズーフォニックスについては売上高が前年並みで推移

しており、児童教育部門全体ではほぼ前年同四半期並みの売上高となりました。

映像授業部門（映像授業教室「河合塾マナビス」）では、既存校全体の生徒人数は増加しましたが、受験学年の

人数が減少したことから、前年同期をやや下回る売上高となりました。夏期講習の申し込みは順調であり、５月に

事業譲受により新規開校した赤羽校を含め、第２四半期以降の売上高は増加を見込んでおります。

個別指導部門（個別指導塾「城南コベッツ」）では、直営教室につきましては、前年を上回る生徒数となり、売

上高も前年同期を上回りました。一方でFC教室につきましては既存教室の生徒数は増加しておりますが、前年に6教

室が閉鎖となった影響で前年同期を若干下回る売上高となりました。

デジタル教材・ソリューション部門では、前述のWEBアプリ「推薦ラボ」の販売を４月より開始いたしました。ま

た、オンライン学習教材「デキタス」の新規契約が堅調に推移しており、前年同期をやや上回る売上高となりまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間の外部顧客への売上高は1,152百万円（前年同期比2.9％減）となりま

した。

なお、対計画値では上回る売上高で推移しております。また、教育事業は事業の性質上、第２四半期連結会計期間

以降に売上高・利益とも偏る傾向にあります。

ｂ．スポーツ事業

子会社である株式会社久ケ原スポーツクラブでは、スイミングクラブ及びスポーツジムの「マイスポーツ」とも、

前年をやや下回る在籍者数で推移した結果、スポーツ事業全体では売上高は前年同期をやや下回ることとなりまし

た。

この結果、当連結会計年度外部顧客への売上高は86百万円（前年同期比3.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、4,810百万円となり、前連結会計年度末に比べ298百万円

減少いたしました。これは主にのれんが135百万円、建物および構築物（純額）が18百万円増加した一方、現金及び

預金が393百万円、売掛金が77百万円減少したことなどによるものであります。
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（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末の負債につきましては、3,651百万円となり、前連結会計年度末に比べ63百万円減少

いたしました。これは主に契約負債が88百万円増加した一方、長期借入金(１年内返済予定含む)が68百万円、未払

消費税等が32百万円、未払法人税等が27百万円減少したことなどによるものであります。

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末の純資産につきましては、1,158百万円となり、前連結会計年度末に比べ234百万円

減少いたしました。これは主に利益剰余金が234百万円減少したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては本資料発表日現在において、2026年５月20日に発表いたしました数値から変更

はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,751,919 1,358,106

売掛金 200,121 122,317

有価証券 10,372 10,606

商品 11,789 11,410

貯蔵品 5,206 4,493

前払費用 288,709 299,988

その他 23,618 30,008

貸倒引当金 △2,618 △1,922

流動資産合計 2,289,118 1,835,008

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 489,286 507,590

工具、器具及び備品（純額） 25,183 29,458

土地 1,564,579 1,564,579

リース資産（純額） 125,911 115,289

その他（純額） 1,345 1,190

有形固定資産合計 2,206,307 2,218,109

無形固定資産

のれん 951 136,564

ソフトウエア 17,038 33,995

その他 7,677 7,630

無形固定資産合計 25,667 178,190

投資その他の資産

投資有価証券 30,549 30,352

敷金及び保証金 478,231 478,171

破産更生債権等 41,429 42,686

繰延税金資産 29,816 -

貸倒引当金 △46,649 △46,686

その他 53,926 74,368

投資その他の資産合計 587,303 578,891

固定資産合計 2,819,278 2,975,192

資産合計 5,108,397 4,810,200
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 21,128 19,513

1年内返済予定の長期借入金 259,996 234,476

未払金 212,358 200,209

リース債務 64,669 64,588

未払法人税等 40,511 12,678

未払消費税等 67,716 34,888

契約負債 802,010 890,384

賞与引当金 69,824 64,559

資産除去債務 19,191 5,698

その他 177,014 185,502

流動負債合計 1,734,421 1,712,498

固定負債

長期借入金 806,826 764,005

リース債務 143,988 126,689

繰延税金負債 189,883 190,798

役員株式給付引当金 18,278 18,278

退職給付に係る負債 427,329 425,974

資産除去債務 394,272 413,317

固定負債合計 1,980,578 1,939,063

負債合計 3,715,000 3,651,561

純資産の部

株主資本

資本金 655,734 655,734

資本剰余金 695,932 695,932

利益剰余金 739,492 504,823

自己株式 △356,148 △356,150

株主資本合計 1,735,011 1,500,340

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,913 1,890

土地再評価差額金 △345,435 △345,435

その他の包括利益累計額合計 △343,522 △343,544

非支配株主持分 1,908 1,842

純資産合計 1,393,396 1,158,638

負債純資産合計 5,108,397 4,810,200
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 1,276,658 1,239,023

売上原価 1,053,633 1,058,187

売上総利益 223,025 180,836

販売費及び一般管理費 351,836 340,979

営業損失（△） △128,811 △160,142

営業外収益

受取利息 17 59

受取配当金 2,061 82

受取賃貸料 1,287 1,200

その他 1,348 4,641

営業外収益合計 4,715 5,982

営業外費用

支払利息 4,723 5,197

その他 - 1,409

営業外費用合計 4,723 6,607

経常損失（△） △128,819 △160,766

特別利益

補助金収入 2,353 505

特別利益合計 2,353 505

特別損失

減損損失 - 488

固定資産圧縮損 1,989 338

関係会社事業損失引当金繰入額 131 -

その他 - 3,775

特別損失合計 2,120 4,601

税金等調整前四半期純損失（△） △128,586 △164,863

法人税、住民税及び事業税 3,307 3,767

法人税等調整額 21,260 6,894

法人税等合計 24,568 10,662

四半期純損失（△） △153,154 △175,526

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

5 △65

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △153,159 △175,461
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純損失（△） △153,154 △175,526

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,256 △22

その他の包括利益合計 △1,256 △22

四半期包括利益 △154,410 △175,548

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △154,415 △175,483

非支配株主に係る四半期包括利益 5 △65
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益計
算書計上額(注)２教育事業 スポーツ事業 計

売上高

個別指導部門(直営) 166,036 ― 166,036 ― 166,036

個別指導部門(ＦＣ) 63,023 ― 63,023 ― 63,023

映像授業部門 371,439 ― 371,439 ― 371,439

児童教育部門 469,264 ― 469,264 ― 469,264

デジタル教材・
ソリューション部門

62,121 ― 62,121 ― 62,121

その他 55,440 ― 55,440 ― 55,440

スポーツ部門 ― 89,331 89,331 ― 89,331

顧客との契約から生じる収益 1,187,327 89,331 1,276,658 ― 1,276,658

外部顧客への売上高 1,187,327 89,331 1,276,658 ― 1,276,658

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1,524 ― 1,524 △1,524 ―

計 1,188,851 89,331 1,278,182 △1,524 1,276,658

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△132,826 4,015 △128,811 ― △128,811

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益計
算書計上額(注)２教育事業 スポーツ事業 計

売上高

個別指導部門(直営) 166,660 ― 166,660 ― 166,660

個別指導部門(ＦＣ) 59,747 ― 59,747 ― 59,747

映像授業部門 359,902 ― 359,902 ― 359,902

児童教育部門 464,520 ― 464,520 ― 464,520

デジタル教材・
ソリューション部門

65,978 ― 65,978 ― 65,978

その他 35,562 ― 35,562 ― 35,562

スポーツ部門 ― 86,652 86,652 ― 86,652

顧客との契約から生じる収益 1,152,371 86,652 1,239,023 ― 1,239,023

外部顧客への売上高 1,152,371 86,652 1,239,023 ― 1,239,023

セグメント間の内部売上高又は
振替高

1,666 ― 1,666 △1,666 ―

計 1,154,038 86,652 1,240,690 △1,666 1,239,023

セグメント損失（△） △158,720 △1,422 △160,142 ― △160,142

(注) １．セグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失)

営業活動から生じる損益が継続してマイナスである資産グループについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、報告セグメントの計上額は、「教育事業」488千円であります。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産等に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 30,891千円 30,971千円

のれん償却額 2,855千円 951千円



株式会社城南進学研究社(4720) 2027年３月期 第１四半期決算短信

10

（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

当社は、2026年５月20日の取締役会において、小規模認可保育事業を展開する有限会社吉祥の全株式を取得し、

子会社化することを決議いたしました。また、株式譲渡実行日は2026年５月26日となっております。

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 有限会社吉祥

事業の内容 小規模認可保育事業

(2) 企業結合を行った主な理由

当社グループは保育事業の成長を学習塾に続き「第２の柱」と位置付けており、既存保育事業の積極的な

展開を進めるとともにＭ＆Ａによる事業の拡大を進めております。

一方、有限会社吉祥は、埼玉県及び東京都に小規模保育園４園を運営しております。４園はいずれも駅近

で生活利便性が高く、安定した保育需要の見込めるエリアであり、定員満員での運営を継続しております。

このたび、当社が有限会社吉祥を子会社化することで、当社グループの既存事業とのシナジー効果によ

り、さらに事業規模の拡大を加速し、より質の高い保育サービスを提供できるものと判断いたしました。

(3) 企業結合日

2026年５月26日

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更はありません。

(6) 取得した議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することによるものであります。

２．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 188百万円（概算額）

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

115百万円

なお、当該金額は取得原価の配分が完了していないため、暫定的に算定された金額であります。

(2) 発生原因

主として、今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。

(3) 償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

４．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 70百万円

固定資産 22百万円

資産合計 92百万円

流動負債 23百万円

固定負債 14百万円

負債合計 37百万円


